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廣

瀨

直

記

二
〇
一
六
年
三

二
十
九
日
、
三
十
日
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
タ

コ
マ
市
郊
外
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ル
ー
セ
ラ
ン
大
學
（P

a
cific

 
L
u
th

era
n U

niv
ersity

）
で
「
第
四
回
日
米

敎

究
會
議
」
が

開
か
れ
た
。
こ
の
會
議
は
第
一
回
が
一
九
九
五
年
に
東
洋
大
學
、

第
二
回
が
一
九
九
八
年
に
ボ
ウ
デ
ィ
ン
大
學
、
第
三
回
が
二
〇
〇

八
年
に
東
洋
大
學
で
行
な
わ
れ
、
す
で
に
二
十
年
以
上
の

史
が

あ
る
。
詳
し
く
は
、
第
三
回
の
論

集
『

敎
と
共
生
思
想
』

（
大
河
書

、
二
〇
〇
九
年
）
の
序
言
を
ご

い
た
だ
き
た
い
。

今
回
は
テ
リ
ー
・
ク
リ
ー
マ
ン
氏
と
森
由
利
亞
氏
が
中
心
と
な

っ
て
計
畫
と
準
備
に
當
た
り
、
事

に
「

敎
に
お
け
る
傳
授
」

と
い
う
共

テ
ー
マ
が
決
め
ら
れ
た
。
た
だ
、
各
發
表
テ
ー
マ
を

見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
一
つ
の
テ
ー
マ
に
限
っ
て
議

論
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
時
代
を
見
て
も
六

か
ら
現
代
に
至
る

ま
で
幅
廣
い
。
も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
の
發
表
に
お
い
て
も
活
發
な

議
論
が

え

な
く
交
わ
さ
れ
、
中
身
の
あ
る
學

交
流
が
で
き

た
よ
う
に
思
う
。

會
議
で
は
、
豫
稿
集
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
發
表

は
一
ヶ

を
目
標
に
、
中
國
語
あ
る
い
は
英
語
の
論

を
メ
ー
ル
で
參

加

員
に

り
、
同
時
に
他
の
發
表

の
論

も
讀
ん
で
お
く
、

と
い
う
や
り
方
が
取
ら
れ
た
。
事

に
司
會

や
對
論

が
立
て

一
一
〇
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ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、

行
に

り
が
生
じ
る
こ
と
は
な

く
、
む
し
ろ
和
氣
藹
々
と
し
た
自
由
な
雰
圍
氣
が
作
ら
れ
て
い
た
。

參
加

お
よ
び
發
表
題
目
は
以
下
の

り
で
あ
る
。

三

二
十
九
日

廣
瀨
直
記
（
早
稻
田
大
學
）

「
上
淸
經
典
年
代
補
正
｜
基
於
賀
碧
來
先
生

究
」

池
平
紀
子
（
大

市
立
大
學
）

「
關
於
�
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
�

〞
六

智
慧
〝」

森
由
利
亞
（
早
稻
田
大
學
）

“T
h
ree D

a
o
ist R

itu
a
ls o

f O
rd

in
a
tio

n fo
r N

ov-

ices W
ho L

eave T
heir F

am
ily:

P
reparation for

 
placing Z

hou S
id

e a
n
d W

a
n
g C

h
a
n
g
y
u
e in h

is-

tory of ordination ritual of D
aoism

”

（

敎
出
家

傳
戒
儀
三
種
｜

思
得
と
王
常

を

敎
の
傳
度
儀
の

史
に

位
置
づ
け
る
た
め
に
）

田
中

雄
（
眞
言
宗
豐
山
派
總
合

究
院
）

「

敎
十
王
儀
禮

發
展
｜

齋
與
十
方
」

松
本

一
（
筑
波
大
學
）

「
金
允
中
�
上
淸
靈
寶
大
法
�

度
和
正
薦
」

淺
野
春
二
（
國
學
院
大
學
）

「

山
瑤
族
招
兵
儀
式
中

神
和
兵
｜
基
於
湖
南
省
藍
山
縣

田
野

杳
一分
析
」

丸
山
宏
（
筑
波
大
學
）

「
瑤
族
宗
敎
儀
式
「
抛
兵
」
與
相
關
問
題

探
」

三

三
十
日

T
erry K

leem
an

テ
リ
ー
・
ク
リ
ー
マ
ン

（
コ
ロ
ラ
ド
大
學
ボ
ル
ダ
ー
校
）

“T
h
e T

ra
n
sm

issio
n
 
R
itu

a
l in

 
E
a
rly

 
C
elestia

l
 

M
aster D

aoism
”

�

期
天
師

に
お
け
る
傳
授
儀
に
つ
い
て
）

S
tephen B

ok
enk

am
p

ス
テ
ィ
フ
ァ
ン
・
ボ
ー
ケ
ン
カ
ン
プ

（
ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
學
）

“M
asters and T

rials:M
odes of T

ransm
ission in

 
E
arly M

edieval D
aoism

”

（
師
と
試
｜

期
中
世

敎
の

傳
授
作
法
）

一
一
一

第
四
回
日
米

敎

究
會
議
參
加
報



東方宗敎（日本衜敎學會）130號 2017年

G
il R

az

ギ
ル
・
ラ
ー
ズ
（
ダ
ー
ト
マ
ス
大
學
）

“T
ra

n
sm

issio
n
 
L
in

ea
g
es o

r C
o
m

m
u
n
ities o

f
 

P
ractice:

B
uddho

�D
aoist S

telae of the N
orth-

ern D
ynasties and the L

ived R
elig

io
n o

f L
o
ca

l
 

C
om

m
unities”

（
派
か
實

の
共
同
體
か
｜
北

の
佛

混

淆

と
地
域
共
同
體
の
生
活
中
の
宗
敎
）

M
ichael C

om
o

マ
イ
ケ
ル
・
コ
モ
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
學
）

“
J
a
d
e
 
W

o
m

e
n
 
a
n
d
 
S
to

w
a
w

a
y
s in

 
A

n
c
ie

n
t

 
Japan”

（
古
代
日
本
に
お
け
る
玉
女
と
密
航

た
ち
）

L
iu X

un

劉

（
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
學
）

“Q
u
a
n
zh

en
 
N

a
n
w
u
 
S
ect in

 
L
a
te

 
M

in
g
 
a
n
d

 
Q
ing N

anyang”

（

か
ら
淸

期
に
か
け
て
の
南
陽
に

お
け
る

眞
敎
南
無
派
に
つ
い
て
）

S
tephen E

sk
ildsen

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
エ
ス
キ
ル
セ
ン

（
テ
ネ
シ
ー
大
學
チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
校
）

“H
as

 
the

 
F
ontanel

 
O
pened?:

W
u
 
S
houyang

 
E
x
poses a C

harlatan”

（
ひ
よ
め
き
は
開
い
た
の
か
�
｜

伍
守
陽
が
詐
欺

人
を
暴
く
）

D
aniel B

urton

�Rose

ダ
ニ
エ
ル
・
バ
ー
ト
ン＝

ロ
ー
ズ

（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
學
）

“T
h
e D

a
o
ist C

o
m

m
itm

en
ts o

f th
e P

en
g
 
C
la

n
 

of S
uzhou“

1673

�1830”

（
蘇
州
彭
氏
に
よ
る

敎
へ
の
關

與
（1673

�1830

））

一
人
當
た
り
の
時

は
、
發
表
三
十
分
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

二
十
分
。
發
表
は
、
森
氏
と
田
中
氏
が
英
語
、
エ
ス
キ
ル
セ
ン
氏

が
日
本
語
を
使
用
し
た
以
外
、
中
國
語
で
行
な
わ
れ
た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
八

以
上
が
中
國
語
だ
っ
た
。

十
四
名
の
發
表

の
ほ
か
に
、
七
名
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
加
わ

っ
た
。E

rik
 
H

am
m

erstrom

エ
リ
ッ
ク
・
ハ
ー
マ
ー
ス
ト
ロ

ン
ム
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ル
ー
セ
ラ
ン
大
學
）。
李
豐

（
元
國
立
政

治
大
學
）。
謝
世
維
（
國
立
政
治
大
學
）。
張
超
然
（
輔
仁
大
學
）。

山
田
利

（
東
洋
大
學
）。
丸
山
蘇
素
卿
。

ハ
ー
マ
ー
ス
ト
ロ
ン
ム
氏
は
會
場
を
手

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

李
氏
は
、

敎

究
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
山
田
氏
は
、
日
米

敎

究
會
議
の

史
に
つ
い
て
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
謝
氏
と

張
氏
は
、
李
氏
と
と
も
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
い
に

り
上

一
一
二
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四
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日
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げ
て
く
だ
さ
っ
た
。

以
下
は
、
各
發
表

容
の
ご
く

な
紹
介
で
あ
る
。（
會
場

で
の
報

は
發
展

上
の
議
論
で
あ
る
こ
と
が

提
な
の
で
、
今
後
も

改
變
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
紹
介

の

解
や
曲
解
も
充
分
あ

り
得
る
こ
と
を
附
け
加
え
て
お
く
。
宋
代
以
降
に
關
す
る
發
表
に
つ
い

て
は
、
森
由
利
亞
氏
に
よ
る
ま
と
め
を

用
し
た
。）

廣
瀨
は
、「
上
淸
大
洞
眞
經
目
」
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
上
淸
經

の

立
年
代
に
つ
い
て
、
イ
ザ
ベ
ル
・
ロ
ビ
ネ
氏
の

究
を
も
と

に

討
し
た
。
上
淸
經

究
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
も
い
え
る
氏

の

究
を
補
完
す
る
こ
と
を

し
て
、
上
淸
經

究
の
よ
り
よ
い

基
礎
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

池
平
氏
は
、
ま
ず
古
靈
寶
經
の
一
つ
『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大

戒
』
の
各
版
本
の

い
に
つ
い
て

討
し
、

い
で
そ
こ
に
見
え

る
「
六

智
慧
」
が
大
宇
宙
の
完

な
智
慧
の
働
き
で
あ
り
、
戒

を
守
っ
て
體

の
六
つ
の
感
覺

官
に
神
々
を
宿
す
こ
と
（
す
な

わ
ち
戒
神
の
働
き
）
に
よ
っ
て
人
に
も
備
わ
る
と
さ
れ
る
こ
と
を

ら
か
に
し
た
。

森
氏
は
、
六

末
か
ら

代
に
至
る

に
登
場
し
た
『
三
洞
奉

科
戒
營
始
』

五
「
度
人
儀
」、

善
翔
『
太
上
出
家
傳
度

儀
』、

思
得
『
上
淸
靈
寶
濟
度
大

金
書
』

十
九
「
披
戴
儀
」

と
い
う
三
種
の

敎
出
家
傳
戒
儀
を
分
析
し
、（
１
）世
俗
を
辭
去

す
る
儀
禮
、（
２
）易

の
儀
禮
、（
３
）傳
十
戒
の
儀
禮
と
い
う
三

項
が
行
わ
れ
る
定
型
が

綿
と

續
し
て
い
る
こ
と
を

ら
か
に

し
た
。

田
中
氏
は
、

敎
に
お
け
る
十
王
儀
禮
の
發
展

に
つ
い
て

考
察
し
た
。

敎
の
十
王
儀
禮
は

に
佛
敎
の
も
の
を
模
倣
し
た

の
で
な
く
、

敎
の
死

救
濟
儀
禮
で
あ
る

齋
と
一
體
と
な

っ
て
發
展
し
て
い
っ
た
點
に
特

が
あ
り
、
氏
は
そ
の
こ
と
を
十

王
神
と
十
方
天

と
の
結
び
つ
き
か
ら

ら
か
に
し
た
。

松
本
氏
は
、

世

齋
に
見
え
る
、
破
獄
か
ら
煉
度
を
經
て

授
戒
・
傳
符
に
至
る
一

の
死

救
濟
の
儀
禮
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
、
金
允
中
『
上
淸
靈
寶
大
法
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の

容
を
家

の
死

を
救
濟
す
る
「
正
薦
」
と
無
數
の
死

を
救
濟
す
る
「

度
」
と
の

い
を
軸
に
蔣
叔
輿
『
無
上

大
齋
立

儀
』
と
比

較
分
析
し
た
。

淺
野
氏
は
、
湖
南
省
永
州
市
藍
山
縣
ユ
ー
ミ
エ
ン
系
ヤ
オ
族
の

一
一
三

第
四
回
日
米

敎

究
會
議
參
加
報



東方宗敎（日本衜敎學會）130號 2017年

儀
禮
に
お
け
る
「
招
兵
」
に
つ
い
て
、

と
し
て
「
五

兵
」
と

さ
れ
る

物
の
靈
魂
を
回
收
す
る
儀
禮
と
、
家
先
壇
に
蓄
積
さ

れ
る
家
先
兵
を
回
收
す
る
儀
禮
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

丸
山
氏
は
、
湖
南
省
永
州
市
藍
山
縣
ユ
ー
ミ
エ
ン
系
ヤ
オ
族
の

法
師
が
新
弟
子
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
際
し
て
行
う
「
抛
兵
」

儀
禮
と
、
藍
山
ヤ
オ
の
宗
敎

世
界

に
お
け
る
兵
と
人
と
の
關

係
を
、
現
地
の

と
、
英
國
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
ボ
ド

レ
ア
ン
圖
書

藏

を
讀
み
解
き
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
の

察
と
總
合
し
な
が
ら
分
析
し
た
。

ク
リ
ー
マ
ン
氏
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
傳
授
儀
禮
が

期
天
師

の

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
特

づ
け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

に
敦
煌

書
Ｓ
二
〇
三
に
も
と
づ
い
て
、

の
傳
授
儀
禮
に
つ

い
て
分
析
し
、

の
傳
授
を

し
て
、

士
が
新
た
な
位
階
に
上

る
こ
と
や
、
世
界
に
平
和
と
正
義
を
も
た
ら
す
責
任
を

う
よ
う

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

ら
か
に
し
た
。

ボ
ー
ケ
ン
カ
ン
プ
氏
は
、『
神
仙
傳
』
張

陵
傳
や
『
抱
朴

子
』、『
眞

』
に
見
え
る
「
試
」
に
關
す
る
記

を
分
析
し
、
傳

授
に
お
け
る
「
試
」
が
も
つ

味
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

敎
に

お
け
る
傳
授
は
、
四
世
紀
の
天
師

南
渡
以

に
は
師
と
入
門

の

で
集
團

に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
南
渡
以
後
に
は
師
と
弟

子
の

で
個
人

に
行
な
わ
れ
る
傾
向
が

く
な
り
、
そ
の
結
果
、

傳
授
に
お
け
る
「
試
」
が
重

に
な
っ
た
と
す
る
。

ラ
ー
ズ
氏
は
、
北

像

の
背
後
に
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の

敎
實

に
つ
い
て
考
察
し
た
。

像

に
登
場
す
る

士

の

號
な
ど
を
詳
細
に
分
析
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
見
え
て
く
る

敎
の
實
態
は
、
佛
敎
を
も
含
め
た
非
常
に
折

な
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の

敎
實

は
、
天
師

や
靈
寶
派
、

樓

派
の
よ
う
な
傳
統

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
結
び
つ
け
て
理
解
す
る

よ
り
も
、
む
し
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
經
典
や
儀
禮
や
敎
え
を
取

し
な
が
ら
形

さ
れ
て
い
た
、
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
す
る
。

コ
モ
氏
は
、
日
本
佛
敎

究
で
は
親
鸞
や
慈
圓
に
關

し
て
論

じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
「
玉
女
」
が
、
九
世
紀
の
日
本
に
お

い
て
佛
敎
と
は

く
關
わ
り
の
な
い
、
む
し
ろ

敎
と
多
く
の
語

彙
を
共
有
す
る
方

と
と
も
に
一
般
社
會
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

を
、
出
土
史
料
と
傳
世

に
よ
り
指
摘
し
た
。

劉
氏
は
、

末
か
ら
淸
末
に
至
る
ま
で
の
南
陽
の
武
侯
祠
お
よ

一
一
四
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び
醫

祠
に
お
い
て
、
信
仰

に
は
譚
處
端
の
法
系
を

ぐ
と
さ

れ
る
南
無
派
の

士
た
ち
が
、
官
僚
や
民

の
信
徒
と
の
關
係
の

中
で
活
動
す
る
さ
ま
を

ら
か
に
し
た
。

エ
ス
キ
ル
セ
ン
氏
は
、

末
の
有
名
な

丹

修
行

で
あ
る

伍
守
陽
が
そ
の
門
弟
と
交
わ
し
た
問
答
の
記

の
中
か
ら
、

丹

修
行

た
ち
が
異
な
る
サ
ー
ク
ル
へ
の
關
心
を
も
ち
つ
つ
修
行
す

る
生
々
し
い
現
場
の

況
を
分
析
し
た
。

バ
ー
ト
ン＝

ロ
ー
ズ
氏
は
、
淸

蘇
州
の
有
力
氏
族
で
あ
る
彭

氏
、
と
り
わ
け
彭
定
求
と
そ
の
父
彭
瓏
が
、
當
時
天
師

士
と

し
て

廷
に

崇
さ
れ
る
施

淵
（
一
六
一
七
〜
一
六
七
八
）
と

緊
密
な
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
る
事
實
を

到
に
描
き
な
が
ら
、

淸

士
大
夫
が

な
る
好
事
家
の
範
圍
に
は
收
ま
ら
な
い
ほ
ど
眞

劍
に

士
と
交
流
す
る

況
を
中
心
に
論
じ
た
。

後
に
、
筆

が
氣
に
な
っ
た
こ
と
を
少
し
書
き
記
し
て
お
き

た
い
。
一
つ
は
、
打
ち
合
わ
せ
段
階
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
が
、
大
陸
や
香
港
、
臺
灣
に
お
い
て

敎

究
が
活
發
に

な
っ
て
い
る
な
か
、
日
米
と
い
う
く
く
り
で
國
際
會
議
を
開
く
こ

と
に
ど
こ
ま
で

味
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
筆

は
大
し
た
答
え
を
も
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
日
本
に
は
日
本
の
、

ア
メ
リ
カ
に
は
ア
メ
リ
カ
の

敎

究
の
傳
統
や

價
基
準
が
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
會
議
に
參
加
す
る
と
、
相
手
に
學
ぶ
べ
き
と
こ

ろ
が
多
い
こ
と
に
氣
づ
か
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
國
際
學
會

で
は
十
分
に
議
論
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
や
は
り
日
米
を

定
期

に
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

も
う
一
つ
は
、
個
人

な
話
に
な
る
が
、
國
際
會
議
に
參
加
す

る
と
、
筆

は
「
日
本
人
ら
し
い

究
を
す
る
ね
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
自
分
も
日
本
の

究
の
傳
統
に
加
え
て
も
ら
え
た

よ
う
な
氣
が
し
て
う
れ
し
い
の
だ
が
、
こ
と
さ
ら
そ
う
言
わ
れ
る

の
は
、
目
新
し
い

究
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、

外
で
話
題

の
新
し
い

料
や
方
法
に
十
分
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
て
い
な
か

っ
た
り
す
る
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
い
う
後
ろ
め
た
さ
も
感
じ
る
。

日
本
の

究
が
ロ
ー
カ
ル

し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
改
め
て
考
え
て

み
た
い
と
思
っ
た
。
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